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●
斎
行
日
…
平
成
二
十
六
年
二
月
三
日
（
月
）

●
式
典
…
午
後
三
時

●
豆
撒
き
師
（
年
男
・
年
女
・
厄
年
の
人
）
の
ご

希
望
の
方
は
、
当
八
幡
宮
へ
お
申
し
込
み
下

さ
い
。（
当
日
も
受
付
け
致
し
ま
す
。）

●
日
時
…
平
成
二
十
六
年
五
月
二
十
五
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
九
時
半
開
会

●
会
場
…
亀
ヶ
池
八
幡
宮
境
内

●
応
募
資
格
…
首
の
す
わ
っ
た
生
後
六
ヶ
月
位

か
ら
二
歳
半
位
ま
で
の
男
女
児

●
参
加
費
…
一
三
、〇
〇
〇
円
（
四
股
名
兜
・
一

升
餅
担
ぎ
・
福
引
・
祈
祷
料
・
御
守
・
そ
の
他

含
む
）

●
募
集
人
数
…
百
五
十
名

●
募
集
期
間
…
平
成
二
十
六
年
一
月
十
五
日
よ

り
五
月
二
十
二
日
ま
で

●
申
込
・
問
合
せ
…
W
e
b
サ
イ
ト

　
（http://w

w
w
.nakisum

o.jp/

）
か
ら
お
申

し
込
み
下
さ
い
。

●
斎
行
日
…
平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
八
日（
土
）

●
式
典
…
午
後
三
時

●
半
年
の
罪
穢
を
人
形
に
移
し
清
め
て
、
心
身

共
に
蘇
る
お
祭
り
で
す
。
お
申
し
込
み
は
、

当
八
幡
宮
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。（
当
日
も

受
付
け
致
し
ま
す
。）
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御鎮座八百年奉祝記念●
参
百
萬
円

㈱
ホ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
・
グ
ル
ー
プ
企
業
一
同

（
中
央
区
富
士
見
）

●
弐
百
伍
拾
萬
円

疋
田　
　

聡
（
京
都
府
京
都
市
）

●
弐
百
萬
円

多
田　

隆
嗣
（
奈
良
県
奈
良
市
）

●
百
萬
円

㈲
金
谷
企
画
（
中
央
区
相
生
）

●
七
拾
萬
円

神
明
大
神
宮
（
緑
区
橋
本
）

●
伍
拾
萬
円

㈲
坂
本
企
画
（
南
区
上
鶴
間
）

日
枝
神
社
（
中
央
区
淵
野
辺
本
町
）

㈲
相
模
村
上
組
（
南
区
磯
部
）

榎
本　

隆
（
中
央
区
上
溝
）

相
原
八
幡
宮
（
緑
区
相
原
）

天

皇
神
社
（
中
央
区
宮
下
本
町
）

諏
訪
明
神
（
緑
区
大
島
）

谷
津
建
設
㈱
（
中
央
区
東
淵
野
辺
）

新
田
稲
荷
神
社（
中
央
区
東
淵
野
辺
）

御
嶽
神
社
（
緑
区
下
九
沢
）

●
参
拾
萬
円

㈱
古
壇
（
緑
区
西
橋
本
）

佐
藤　

七
夫
（
中
央
区
上
溝
）

㈱
丸
栄
貸
衣
裳
店（
東
京
都
目
黒
区
）

首
都
圏
㈱
（
中
央
区
中
央
）

日
枝
神
社
（
南
区
鵜
野
森
）

井
上　

英
武
（
中
央
区
星
が
丘
）

㈲
杉
﨑
紙
器
（
南
区
当
麻
）

㈱
ク
レ
ッ
ク
ス（
東
京
都
町
田
市
）

医
療
法
人
誠
真
会
横
山
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
中
央
区
弥
栄
）

磯
部
八
幡
宮
（
南
区
磯
部
）

●
弐
拾
萬
円

㈲
オ
フ
ィ
ス
ジ
オ
（
緑
区
西
橋
本
）

下
溝
八
幡
宮
（
南
区
下
溝
）

●
壱
拾
弐
萬
円

森
会
計
事
務
所
（
中
央
区
千
代
田
）

●
壱
拾
萬
円

㈱
成
川
電
興
（
中
央
区
横
山
）

石
澤　

昌
治
（
中
央
区
千
代
田
）

石
丸　

幸
代（
大
分
県
豊
後
大
野
市
）

㈲
仙
龍
電
設
（
南
区
麻
溝
台
）

福
井　

龍
夫
（
南
区
麻
溝
台
）

山
本　
　

清
（
緑
区
下
九
沢
）

医
療
法
人
社
団 

徳
寿
会（
中
央
区
富
士
見
）

高
橋
美
登
利
（
中
央
区
星
が
丘
）

神
明
大
神
宮
氏
子
総
代
会（
緑
区
橋
本
）

二
宮
電
線
工
業
㈱（
中
央
区
淵
野
辺
）

小
山　

昌
彦
（
中
央
区
清
新
）

㈱
ア
イ
ペ
ッ
ク
（
東
京
都
町
田
市
）

白
鷹
運
輸
㈱
（
南
区
麻
溝
台
）

十
二
天
神
社
（
南
区
下
溝
）

中
島　

純
一
（
中
央
区
上
溝
）

山
田　

一
臣
（
群
馬
県
高
崎
市
）

県
央
イ
ベ
ン
ト
商
業
協
同
組
合
相
模

原
支
部
（
南
区
下
溝
）

㈲
丸
井
紙
店
（
山
梨
県
西
八
代
郡
）

武
藤
由
記
子
（
南
区
若
松
）

橋
本
大
鷲
神
社
（
緑
区
橋
本
）

㈲
祐
神（
東
京
都
調
布
市
）

藩
州
電
気
㈱
（
中
央
区
田
名
）

大
野
台
御
嶽
神
社
（
南
区
大
野
台
）

古
木　

永
吉
（
緑
区
下
九
沢
）

児
玉　

猛
・
規
子
（
緑
区
西
橋
本
）

●
伍
萬
円

㈱
サ
ン
ラ
イ
ズ（
中
央
区
中
央
）

吉
川　

佳
一
（
中
央
区
上
溝
）

㈲
グ
ッ
ド
リ
バ
ー（
中
央
区
上
溝
）

村
富
神
社
（
中
央
区
矢
部
）

村
富
神
社
氏
子
総
代
会（
中
央
区
矢
部
）

榎
本
甲
子
男
（
緑
区
下
九
沢
）

立
川　

年
男
（
南
区
下
溝
）

立
川
平
太
郎
（
緑
区
長
竹
）

西
埜　
　

進
（
緑
区
長
竹
）

志
賀　

末
吉
（
綾
瀬
市
深
谷
上
）

プ
ラ
イ
ム
デ
リ
カ
㈱
（
南
区
麻
溝
台
）

佐
藤　

剛
生
（
中
央
区
星
が
丘
）

古
川　

勝
彦
（
中
央
区
上
溝
）

㈱
山
紀
グ
ル
ー
プ
（
中
央
区
上
溝
）

㈱
三
越
伊
勢
丹
（
南
区
相
模
大
野
）

緑
産
㈱
（
中
央
区
田
名
）

石
井　
　

明
（
中
央
区
陽
光
台
）

㈱
伊
藤
典
範
（
南
区
古
淵
）

今
井　
　

満
（
緑
区
下
九
沢
）

東
神
ハ
ウ
ス
住
設
㈱（
南
区
麻
溝
台
）

稲
野　

昌
弘
（
中
央
区
光
が
丘
）

㈱
サ
カ
イ
物
流
（
中
央
区
田
名
）

㈱
サ
カ
イ
産
業
（
中
央
区
田
名
）

㈱
サ
カ
イ
産
業
運
輸（
中
央
区
田
名
）

㈱
ア
イ
ア
ー
ル
サ
ー
ビ
ス（
中
央
区
田
名
）

㈱
ア
イ
ア
ー
ル（
中
央
区
田
名
）

社
会
福
祉
法
人
相
模
福
祉
村

（
中
央
区
田
名
）

古
木
益
美
左
（
南
区
上
鶴
間
）

東
京
綜
合
写
真
㈱（
川
崎
市
多
摩
区
）

㈱
中
山
建
築
設
計
事
務
所（
中
央
区
中
央
）

日
吉
電
装
㈱
（
川
崎
市
中
原
区
）

田
所　

幹
雄
（
南
区
磯
部
）

町
田　

紘
一
・
克
子（
南
区
麻
溝
台
）

矢
島
医
院
（
緑
区
橋
本
）

守
屋　
　

薫
（
中
央
区
矢
部
）

㈱
サ
ン
ヨ
ー
ホ
ー
ム（
中
央
区
富
士
見
）

山
口　

一
行
（
中
央
区
上
溝
）

㈱
可
児
商
店
（
愛
知
県
瀬
戸
市
）

番
田
諏
訪
神
社
氏
子
会（
中
央
区
上
溝
）

廣
兼　

正
明
（
中
央
区
上
溝
）

㈱
民
俗
工
芸
（
長
崎
県
佐
世
保
市
）

下
磯
部
日
枝
神
社
（
南
区
磯
部
）

●
四
萬
円

星
が
丘
自
治
会
連
合
会（
中
央
区
星
が
丘
）

●
参
萬
円

金
子
電
気
（
中
央
区
上
溝
）

石
川　
　

正
（
中
央
区
陽
光
台
）

一
般
社
団
法
人
相
模
原
市
建
設
業
協
会

（
中
央
区
中
央
）

保
坂　

正
幸
（
中
央
区
横
山
）

石
井　

正
彦
（
南
区
当
麻
）

小
島　

幸
弘
（
中
央
区
星
が
丘
）

相
模
煙
火
店
（
緑
区
大
島
）

㈲
大
貫
産
業
（
緑
区
下
九
沢
）

天
野　

正
男（
中
央
区
淵
野
辺
本
町
）

小
池　

公
子
（
中
央
区
弥
栄
）

髙
萩　

一
二
（
中
央
区
陽
光
台
）

安
達　

晃
雄
（
中
央
区
千
代
田
）

𠮷
原　

ヤ
ス
（
中
央
区
千
代
田
）

高
橋　

一
郎
（
中
央
区
相
生
）

平
田　

一
郎
（
川
崎
市
宮
前
区
）

井
村
要
志
雄
（
中
央
区
陽
光
台
）

望
月
測
量
登
記
事
務
所（
東
京
都
調
布
市
）

医
療
法
人
社
団
相
和
会（
中
央
区
淵
野
辺
）

杉
山　
　

弘
（
東
京
都
目
黒
区
）

原　
　

清
二
（
中
央
区
中
央
）

大
友　

道
夫
（
中
央
区
上
溝
）

㈲
上
溝
石
材
（
中
央
区
並
木
）

菱
重
エ
ス
テ
ー
ト
㈱
（
中
央
区
田
名
）

安
藤　

悦
郎
（
中
央
区
矢
部
）

㈱
ア
ネ
ッ
ク
ス
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

（
厚
木
市
上
依
知
）

赤
澤
と
し
子
（
東
京
都
府
中
市
）

宮
ノ
原
栄
子
（
中
央
区
宮
下
本
町
）

相
模
野
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

（
緑
区
葉
山
島
）

㈱
ジ
ャ
パ
ン
ビ
バ
レ
ッ
ジ
セ
ン
ト
ラ
ル

（
中
央
区
清
新
）

久
保
田　

保
（
緑
区
下
九
沢
）

㈱
旭
商
会
（
緑
区
下
九
沢
）

柿
澤　

祥
雄
（
南
区
磯
部
）

㈱
永
田
屋
（
緑
区
橋
本
）

㈱
岩
井
土
地
建
物
（
南
区
古
淵
）

稲
場
久
二
男
（
南
区
大
野
台
）

畑　

喜
代
司
（
中
央
区
田
名
）

㈱
旭
広
告
社
（
横
浜
市
中
区
）

菅
沼　

山
一
（
中
央
区
上
溝
）

●
弐
萬
伍
阡
円

小
俣　

裕
一
（
中
央
区
横
山
台
）

●
弐
萬
円

小
方　

秀
哲
・
榮
子（
南
区
鵜
野
森
）

三
上　

和
成
（
南
区
下
溝
）

山
本　

八
郎
（
中
央
区
星
が
丘
）

門
倉　

正
二
（
中
央
区
陽
光
台
）

金
子　

哲
也
（
東
京
都
町
田
市
）

㈲
神
明
館
（
東
京
都
千
代
田
区
）

菅
野　

善
二
（
中
央
区
陽
光
台
）

小
山　

好
子
（
東
京
都
町
田
市
）

第
一
商
事
㈱
（
緑
区
橋
本
）

㈱
岡
調
査
設
計
事
務
所（
中
央
区
鹿
沼
台
）

㈲
モ
ミ
ヂ
ヤ
（
栃
木
県
栃
木
市
）

田
口　

壽
俊
（
中
央
区
中
央
）

守
屋　
　

慎
（
中
央
区
上
溝
）

守
屋　
　

啓
（
中
央
区
上
溝
）

守
屋　
　

隆
（
中
央
区
上
溝
）

西
村　
　

弘
（
中
央
区
横
山
）

●
壱
萬
円

久
保
田　

昇
（
中
央
区
宮
下
本
町
）

永
﨑　

公
夫
（
中
央
区
上
溝
）

ラ
イ
ズ
工
業
㈲
（
厚
木
市
下
川
入
）

木
内　

哲
也
（
中
央
区
田
名
）

曽
我　
　

稔
（
南
区
磯
部
）

馬
場　

常
夫
（
緑
区
橋
本
）

山
下　

文
子
（
南
区
北
里
）

坂
上
み
さ
子
（
中
央
区
星
が
丘
）

㈱
エ
イ
チ
ビ
ー
（
南
区
大
野
台
）

㈱
藤
城
建
設
（
中
央
区
横
山
）

榎
本　

修
平
（
中
央
区
青
葉
）

櫛
部　

幸
司
（
中
央
区
陽
光
台
）

横
田　

慶
子
（
中
央
区
上
溝
）

横
田　

勝
正
（
中
央
区
上
溝
）

野
中　

敬
一
（
中
央
区
星
が
丘
）

桒
原　

秀
敬
（
南
区
大
野
台
）

佐
藤　

初
治
（
中
央
区
星
が
丘
）

内
田　
　

衛
（
南
区
下
溝
）

川
上　

武
宏
（
中
央
区
上
溝
）

金
子　
　

勝
（
中
央
区
陽
光
台
）

半
田
ト
シ
江
（
中
央
区
横
山
）

内
山　
　

武
（
中
央
区
陽
光
台
）

五
十
嵐
哲
夫
（
福
島
県
耶
麻
郡
）

村
瀬　

直
幸
（
中
央
区
相
模
原
）

岡
田　

立
美
（
中
央
区
青
葉
）

幸
内　

鐵
男
（
中
央
区
光
が
丘
）

㈲
魚
房
商
店
（
中
央
区
相
模
原
）

清
水　

哲
行
（
緑
区
下
九
沢
）

神
林　

正
雄
（
中
央
区
矢
部
）

亀
井　

和
直
（
東
京
都
町
田
市
）

み
ず
ほ
幼
稚
園
（
中
央
区
上
溝
）

㈱
相
模
神
奈
交
バ
ス（
緑
区
西
橋
本
）

鈴
木　

峰
陽
（
中
央
区
陽
光
台
）

㈱
ヤ
マ
ダ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン（
中
央
区
宮
下
）

北
濱　
　

武
（
中
央
区
緑
が
丘
）

新
和
建
設
工
業
㈱
（
南
区
麻
溝
台
）

東
京
化
学
塗
料
㈱（
中
央
区
淵
野
辺
）

㈱
関
東
コ
イ
ル
セ
ン
タ
ー（
東
京
都
青
梅
市
）

M
H
I
さ
が
み
ハ
イ
テ
ッ
ク
㈱（
中
央
区
田
名
）

㈲
女
子
道
社
（
山
口
県
周
南
市
）

村
井　

廣
幸
（
南
区
大
野
台
）

眞
砂　

博
司
（
中
央
区
矢
部
）

城
南
建
設
㈱
（
中
央
区
富
士
見
）

㈱
ア
ド
ベ
ル
（
平
塚
市
明
石
町
）

秋
山
奈
穂
真
（
東
京
都
八
王
子
市
）

神
奈
川
県
更
生
連
相
模
原
協
同
病
院

（
緑
区
橋
本
）

相
原　

伸
司
（
埼
玉
県
加
須
市
）

小
田
島
宏
次
（
中
央
区
上
溝
）

佐
藤　
　

響
（
南
区
下
溝
）

ラ
ン
ド
ワ
ー
ク一
級
建
築
士
事
務
所

（
東
京
都
町
田
市
）

阿
部
ひ
ろ
子
（
南
区
当
麻
）

阿
部　

王
子
（
南
区
当
麻
）

岩
崎　
　

長
（
中
央
区
上
溝
）

Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
Ｎ
㈱
（
南
区
東
林
間
）

星
が
丘
神
輿
保
存
會 

星
友
睦

（
中
央
区
星
が
丘
）

今
井　

生
雄
（
中
央
区
相
生
）

石
橋
幸
太
郎
（
中
央
区
上
溝
）

野
武　

兼
雄
（
緑
区
中
野
）

間　

茂
利
（
南
区
下
溝
）

横
山
地
区
三
自
治
会（
中
央
区
横
山
台
）

茅　
　

弘
子
（
中
央
区
鹿
沼
台
）

西
浦
佐
知
子
（
東
京
都
町
田
市
）

八
木　
　

瑛
（
緑
区
東
橋
本
）

赤
塚　

妙
子
（
緑
区
東
橋
本
）

沢
田
比
都
恵
（
東
京
都
町
田
市
）

㈱
ジ
ェ
イ
コ
ム
イ
ー
ス
ト
相
模
原
・
大
和
局

（
中
央
区
千
代
田
）

小
國　
　

昇
（
中
央
区
星
が
丘
）

㈱
小
島
マ
ー
ク（
東
京
都
西
東
京
市
）

遠
山　

利
雄
（
中
央
区
千
代
田
）

齊
藤
精
機
㈱
（
中
央
区
淵
野
辺
）

須
藤　

浩
位
（
中
央
区
千
代
田
）

栗
原　

安
雄
（
南
区
下
溝
）

座
間　

清
志
（
南
区
下
溝
）

㈱
メ
デ
ィ
カ
ル
ラ
ボ
（
緑
区
西
橋
本
）

㈱
ハ
チ
オ
ウ
（
東
京
都
墨
田
区
）

村
里　

忠
光
（
緑
区
大
島
）

加
藤　

俊
夫
（
緑
区
元
橋
本
町
）

平
井　
　

隆
（
南
区
磯
部
）

髙
﨑　
　

博
（
南
区
磯
部
）

川
﨑　

光
司
（
南
区
磯
部
）

内
田　

光
雄
（
南
区
磯
部
）

㈱
ロ
ー
タ
リ
ー
バ
ッ
グ
ミ
ヤ
モ
ト

（
中
央
区
千
代
田
）

㈱
エ
ル・
シ
ー
・エ
ー（
中
央
区
横
山
台
）

コ
ク
ド
環
境
㈱
（
埼
玉
県
川
口
市
）

倉
本　

俊
司
（
中
央
区
千
代
田
）

●
伍
阡
円

戸
嶋　

敏
郎
（
中
央
区
弥
栄
）

竹
村　

良
彦
（
中
央
区
緑
が
丘
）

伊
藤　

芳
一
（
中
央
区
陽
光
台
）

落
合　
　

博
（
中
央
区
上
溝
）

森
泉　

祐
二
（
中
央
区
星
が
丘
）

樋
口　
　

保
（
中
央
区
陽
光
台
）

中
島　

建
德
（
中
央
区
下
九
沢
）

亀
卦
川
直
子
（
東
京
都
町
田
市
）

亀
卦
川
愛
佳
（
東
京
都
町
田
市
）

鈴
木　

圭
子
（
中
央
区
田
名
）

小
野
寺
和
明
（
中
央
区
上
溝
）

豊
田　

元
子
（
中
央
区
上
溝
）

横
山
喜
久
子
（
中
央
区
鹿
沼
台
）

伊
藤　

謙
二
（
中
央
区
清
新
）

金
子　
　

守
（
中
央
区
清
新
）

安
藤　

泰
克
（
中
央
区
光
が
丘
）

中
村　
　

一
（
中
央
区
淵
野
辺
）

瓦
口　

義
春
（
中
央
区
東
淵
野
辺
）

奈
良
田
寿
史
（
緑
区
青
山
）

香
川　

健
男
（
中
央
区
淵
野
辺
）

若
木　
　

櫂
（
南
区
下
溝
）

若
木　
　

景
（
南
区
下
溝
）

富
松　

純
一
（
中
央
区
上
溝
）

富
松
美
智
子
（
中
央
区
上
溝
）

廣
瀨
喜
代
一
（
東
京
都
町
田
市
）

羽
田
野　

弘
（
中
央
区
上
溝
）

羽
田
野
保
惠
（
中
央
区
上
溝
）

田
中　

宏
明
（
東
京
都
八
王
子
市
）

小
野
佳
世
子
（
中
央
区
弥
栄
）

小
野
美
智
子
（
東
京
都
町
田
市
）

田
端　

素
之
（
中
央
区
陽
光
台
）

大
澤　

良
智
（
中
央
区
青
葉
）

齋
藤　

博
徳
（
中
央
区
上
溝
）

大
森　

美
德
（
中
央
区
弥
栄
）

仲
田　

直
英
（
中
央
区
陽
光
台
）

仲
田　

雅
美
（
中
央
区
陽
光
台
）

峯
村　

泰
代
（
中
央
区
上
溝
）

森
﨑　

賢
二
（
中
央
区
星
が
丘
）

間　

太
郎
（
南
区
下
溝
）

木
谷　
　

環
（
中
央
区
上
溝
）

林　
　

麻
紀
（
千
葉
県
市
原
市
）

坂
下　

武
志
（
中
央
区
相
生
）

田
中　

英
明
（
南
区
西
大
沼
）

筒
井　

愼
一
（
中
央
区
由
野
台
）

早
乙
女
栄
一
（
中
央
区
淵
野
辺
）

大
谷

三
郎
（
中
央
区
陽
光
台
）

橋
本　

貴
夫
（
中
央
区
横
山
）

松
山　

邦
彦
（
中
央
区
横
山
台
）

藤
岡　

祐
也
（
中
央
区
田
名
）

藤
岡　
　

潤
（
中
央
区
田
名
）

小
栗
勝
二
郎
（
中
央
区
陽
光
台
）

近
藤　

恒
夫
（
南
区
旭
町
）

黒
澤　
　

亮
（
東
京
都
町
田
市
）

野
呂　

昌
己
（
中
央
区
千
代
田
）

周
東　

良
次
（
緑
区
西
橋
本
）

中
戸
川
健
太
（
愛
甲
郡
愛
川
町
）

中
戸
川
直
人
（
愛
甲
郡
愛
川
町
）

中
戸
川
昭
子
（
愛
甲
郡
愛
川
町
）

中
戸
川
忠
男
（
愛
甲
郡
愛
川
町
）

角
田　

正
則
（
中
央
区
陽
光
台
）

酢
谷　
　

明
（
中
央
区
陽
光
台
）

（
敬
称
略
）

　

平
成
の
御
社
殿
・
御
神
門
等 

御
造
営
の
御
奉
賛
を
賜
り
ま
し
た
氏
子
崇
敬

者
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
、
左
記
に
ご
芳
名
を
掲
載
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
御

奉
賛
者
皆
様
の
ご
多
幸
ご
隆
盛
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
引
き
続
き
氏
子
崇

敬
者
皆
様
の
格
別
な
る
御
奉
賛
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

●
申
込
・
問
合

（http://w
w

し
込
み
下
さ

●
斎
行
日
…
平

●
式
典
…
午
後
三
時

問い合わせは亀ヶ池八幡宮社務所 TEL.042-

十
二
日
ま
で

合

お
申

（
土
）

合
せ
…
W
e
b
サ
イ
ト

w
w
.nakisum

o.jp/

）
か
ら
お

さ
い
。

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
八
日

平
成
二
十
五
年
五
月
か
ら
平
成
二

十
五
年
十
一
月
末
日
ま
で
社
頭
に

て
受
付
分
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

奉
賛
会
委
員
受
付
分
は
特
別
号
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

信
仰
と
は
神
々
の
神
威
を
先
ず

受
け
入
れ
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。

信
仰
に
よ
っ
て
生
か
さ
れ
て
い
る

と
い
う
有
り
難
さ
が
、解
っ
て
来
る

と
、毎
日
の
生
活
が
、「
お
蔭
さ
ま

で
」と
い
う
言
葉
通
り
、感
謝
の
生

活
が
身
に
つ
い
た
も
の
に
な
っ
て

来
る
。正
直
で
も
、誠
で
も
よ
い
。

神
の
御
教
に
よ
っ
て
、そ
の
一
つ
で

も
身
に
つ
い
た
と
き
、神
の
お
陰
で

あ
る
と
い
う
有
り
難
さ
が
身
に

沁
々
と
味
わ
わ
れ
て
来
る
。そ
れ
か

ら
は
一
歩
一
歩
、毎
日
が
神
の
懐
の

う
ち
で
生
活
し
て
い
る
の
も
同
然

と
な
る
。正
直
・
清
浄
・
誠
の
神
の

教
を
、一
つ
で
も
実
行
す
る
し
か
な

い
が
、こ
れ
が「
あ
り
が
た
さ
」や

「
お
蔭
さ
ま
で
」の
生
活
が
、本
当

に
味
わ
え
る
か
、ど
う
か
の
分
か

れ
目
で
あ
る
。

い
ち
ょ
う

　

三
河
花
祭
歌
は
、三
河
国
北
設
楽
郡
の
町

村
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
歌
で
、こ
の
歌
は
そ

の
と
き
歌
わ
れ
る
信
仰
歌
の
一
つ
で
あ
る
。

岡
田
米
男
『
神
道
百
言
』
よ
り

あ
り
が
た
や 

よ
ろ
づ
の
神
が

入
り
そ
め
て 

入
り
て
の
後
は

神
や
守
ら
ん　

―
三
河
花
祭
歌
―

御社殿御造営 上棟祭



　

新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

平
成
二
十
六
年
の

年
頭
に
あ
た
り
謹
ん

で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、

皇
室
の
彌
栄
と
氏
子
崇
敬
者
皆
様
の
平
安
と
ご

多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
伊
勢
の
神
宮
に
お
か
れ
ま
し
て
は
二

十
年
に
一
度
の
、
新
し
い
御
殿
を
造
り
神
宝
装

束
を
古
式
の
ま
ま
に
造
替
し
て
大
御
神
（
天
照

皇
大
神
・
豊
受
大
神
）
に
、
そ
の
真
新
し
い
御

殿
に
お
遷
り
い
た
だ
く
式
年
遷
宮
・
遷
御
の
儀

が
、
十
月
二
日
に
内
宮
、
五
日
に
外
宮
に
お
い

て
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
虫
の
音
が
響
く
浄
闇
の

神
域
で
、
ま
さ
に
一
三
〇
〇
年
間
連
綿
と
続
く

祭
典
が
行
わ
れ
、
私
自
身
畏
れ
多
く
も
参
列
を

致
し
、
身
の
引
き
締
ま
る
忝
い
思
い
で
遷
御
を

拝
礼
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
愈
々
日
本
国

が
大
御
神
様
の
ご
神
威
を
い
た
だ
き
、
国
民

挙
っ
て
平
穏
な
生
活
が
送
れ
る
こ
と
を
願
う
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
亀
ヶ
池
八
幡
宮
に
お
い
て
は
建
保
二

年
（
一
二
一
四
年
）
に
鎮
座
さ
れ
て
よ
り
、
八

百
年
に
当
た
る
本
年
八
月
に
愈
々
「
御
社
殿
御

神
門
等
御
造
営
事
業
」
の
竣
工
を
迎
え
ま
す
。

　

向
後
ま
す
ま
す
神
慮
輝
か
し
奉
り
神
徳
の
宣

揚
を
は
か
り
、
氏
子
崇
敬
者
皆
様
の
幸
福
享
受

に
努
め
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
年
の
干
支
は
「
甲
午
」
で
十
二
支
で
は
七

番
目
に
な
り
ま
す
。
方
角
で
は
南
を
指
し
、
四

季
は
夏
に
該
当
し
、
日
差
し
が
強
く
万
物
が
成

長
結
実
、
盛
運
、
希
望
に
燃
え
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
馬
は
縁
起
の
良
い
動
物
で
、
古

く
か
ら
招
福
、
千
客
万
来
、
商
売
繁
盛
、
開
運

の
象
徴
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
今
年
は
、
平
和

で
景
気
の
良
い
幸
福
を
運
ん
で
く
れ
る
天
馬
が

現
れ
、
輝
か
し
い
吉
年
に
な
る
こ
と
を
お
祈
り

申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

第16号（2）平成26年1月1日（3）第16号 平成26年1月1日

　

小
春
日
和
に
恵
ま
れ
た
平
成
二
十
五
年
十
二

月
四
日
午
後
二
時
よ
り
、
御
社
殿
御
造
営
工
事

の
上
棟
祭
が
古
式
ゆ
か
し
く
厳
粛
に
斎
行
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
祭
儀
は
屋や

船ふ
ね

久く

久く

能の

知ち
の

神か
み

等
に
建
物
の

　数十年に一度あるか、去る９月15日の例大祭は台風18号の襲
来を受けました。発生して瞬く間に大型台風に発達し近畿地方に
上陸、京都や北陸地方また東北地方に多大な被害を齎しました。
　例祭式典には、献幣使に神奈川県神社庁常任理事箱根神社
宮司小澤修二殿を迎え、社殿は御造営工事中のため、儀式殿に
て予定通り斎行し、続いて直会にも多くの参列者にご参会いた
だきました。しかし、台風の影響を考慮しお囃子、奉納剣道また
神楽殿での氏子有志の演芸やプロ歌手の出演等の神賑行事は
総て、残念ながら中止と相成りました。
　しかしながら氏子崇敬者の皆様は、平成26年９月、社殿が竣
工した直後の素晴らしい例大祭を期待されていました。

　

平
成
二
十
五
年
十
月
二
日
に
皇
大
神
宮（
内

宮
）で
、五
日
に
は
豊
受
大
神
宮（
外
宮
）に
お

い
て
静
寂
の
中
、午
後
八
時
、鶏け

い

鳴め
い

三
声
に
続
き
、

二
十
年
に
一
度
の
重
儀
で
あ
る
神
宮
式
年
遷
宮

遷
御
の
儀
が
荘
厳
な
雰
囲
気
の
中
、斎
行
さ
れ

ま
し
た
。

　

祭
儀
に
は
勅
使
と
し
て
手
塚
英
臣
掌
典
長
が

参
向
し
、
黒
田
清
子
臨
時
神
宮
祭
主
、
鷹
司
尚

武
神
宮
大
宮
司
以
下
百
数
十
人
の
祭
員
が
奉
仕

の
も
と
、

日
に
皇
大
神

平
成
二
十
五
年
十
月
二
日

二
十
五
年
十
月
二
日
―遷御の儀厳修される―
神宮式年遷宮

絹き
ん

垣が
い

に
囲
ま
れ
た
「
御ぎ

ょ

」
が
正
宮
か
ら
新
宮
へ

と
お
遷
り
に
な
り
ま
し
た
。

　

二
日
の
内
宮
で
は
、
当
八
幡
宮
根
岸
信
行
宮

司
は
浄
闇
の
な
か
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
た
遷
御

の
儀
に
、
特
別
奉
拝
者
と
し
て
参
列
致
し
ま
し

た
。

　

大
神
様
の
御
神
威
が
一
層
輝
き
を
増
す
そ
の

荘
厳
な
儀
式
に
奉
拝
者
一
同
は
心
打
た
れ
感
銘

を
受
け
ま
し
た
。

束
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古
式
の
ま
ま
に
造

皇
大
神
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　平成25年３月29日の地鎮祭以来基礎工事を始め、鋭
意進められてきた御社殿御造営工事も順調に進捗し、８
月30日午後４時御本殿立柱祭が斎行されました。
　この祭典は柱が永遠に揺らぐ事のないよう祈り行うもの
で、禰宜以下祭員奉仕のもと、工匠長等が神前に列立し、
後に各所役が所定の位置にて御本殿四隅の柱を木槌で力
強く打ち固め、建物の平安を乞い願いました。
　直径36センチ以上、長さ5.3メートル以上の丸柱が、内
陣・外陣から順に立てられ、そ
れぞれ主なる柱として、御本殿
のある限り永遠に建物を支える
事になります。荘厳な御社殿の
完成が待たれます。

第
六
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二
回

平成26年1月1日

小
春
日
和
に
恵
ま
れ
た
平
成
二
十
五
年
十
二

月
四
日
午
後
二
時
よ
り
、
御
社
殿
御
造
営
工
事

平
安
を
祈
願
す
る
も
の
で
す
。

　

始
め
に
、『
丈じ

ょ
う

量り
ょ
う

の
儀
』
に
よ
っ
て
、
工
匠
が

博
士
杭
と
呼
ば
れ
る
、
建
築
の
基
準
と
な
る
杭

か
ら
、
尺
杖
を
使
っ
て
建
物
が
正
し
い
位
置
に

あ
る
か
を
測
り
確
認
し
ま
し
た
。

　

次
い
で
、
奉ほ

う

曳び
き

者し
ゃ

百
六
十
名
に
て
「
エ
イ
・
エ

イ
・
エ
ー
イ
」
の
掛
け
声
の
も
と
『
曳ひ

き

綱つ
な

の
儀
』

が
執
り
行
わ
れ
、
参
列
者
の
心
が
一
つ
と
な
っ

て
、
目
出
度
く
立
派
な
棟
木
が
引
き
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　

続
い
て
『
槌つ

ち

打う
ち

の
儀
』で
は
振
幣
役
の
、
天
地

地
球
の
あ
る
限
り
永
久
に
栄
え
あ
れ
、
と
の
願

い
を
込
め
た
「
千
歳
棟
」「
万
歳
棟
」「
永
永
棟
」

の
高
ら
か
な
掛
け
声
に
合
わ
せ
、
槌
打
役
が

「
オ
ー
」
と
発
声
し
棟
木
を
三
度
打
ち
固
め
る

と
、
お
祝
い
の
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
宮
司
が
忌
み
矢
を
放
つ『
射い

祓ば
ら
い

の

儀
』、
宮
司
・
禰
宜
に
よ
る
『
散さ

ん

餅ぺ
い

散さ
ん

銭せ
ん

の
儀
』

に
続
き
、
宮
司
、
工
匠
等
の
玉
串
奉
奠
が
行
わ

れ
、
以
下
清
水
亨
総
代
長
始
め
参
列
者
全
員
が

玉
串
を
奉
り
拝
礼
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
宮
司
以
下
、
神
社
総
代
役
員
並
び
に

工
事
関
係
者
に
よ
る
特
設
櫓
か
ら
の『
福ふ

く

物も
の

散さ
ん

供く

の
儀
』が
行
わ
れ
、
参
列
者
並
び
に
氏
子
崇

敬
者
三
百
余
名
は
撒
か
れ
る
福
餅
福
銭
な
ど
を

競
う
よ
う
に
受
け
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
六
年
八
月
の
御
社
殿
御
神
門
竣
工

が
待
ち
望
ま
れ
る
次
第
で
す
。
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三
声
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、二
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度

の
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で
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。
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司
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下
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の

祭
員
が
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仕
の
も
と
、
絹き

ん

垣が
い

に
囲
ま
れ
た

「
御ぎ

ょ

」
が
正
宮
か
ら
新
宮
へ
と
お
遷
り
に
な

り
ま
し
た
。

　

二
日
の
内
宮
で
は
、
当
八
幡
宮
根
岸
信

行
宮
司
が
、
五
日
の
外
宮
に
根
岸
浩
行
禰

宜
が
、
そ
れ
ぞ
れ
浄
闇
の
中
、
厳
粛
に
執
り

行
わ
れ
た
遷
御
の
儀
に
、
特
別
奉
拝
者
と

し
て
参
列
致
し
ま
し
た
。

　

大
神
様
の
御
神
威
が
一
層
輝
き
を
増
す

そ
の
荘
厳
な
儀
式
に
奉
拝
者
一
同
は
心
打

た
れ
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

―

遷
御
の
儀
厳
修
さ
れ
る―

神
宮
式
年
遷
宮

第六十二回

写真提供:神宮司庁

玉
串
を
奉
り
拝
礼
し
ま

次
に
、
宮
司
以
下
、

御本殿立柱祭斎行



　

新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

平
成
二
十
六
年
の

年
頭
に
あ
た
り
謹
ん

で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、

皇
室
の
彌
栄
と
氏
子
崇
敬
者
皆
様
の
平
安
と
ご

多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
伊
勢
の
神
宮
に
お
か
れ
ま
し
て
は
二

十
年
に
一
度
の
、
新
し
い
御
殿
を
造
り
神
宝
装

束
を
古
式
の
ま
ま
に
造
替
し
て
大
御
神
（
天
照

皇
大
神
・
豊
受
大
神
）
に
、
そ
の
真
新
し
い
御

殿
に
お
遷
り
い
た
だ
く
式
年
遷
宮
・
遷
御
の
儀

が
、
十
月
二
日
に
内
宮
、
五
日
に
外
宮
に
お
い

て
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
虫
の
音
が
響
く
浄
闇
の

神
域
で
、
ま
さ
に
一
三
〇
〇
年
間
連
綿
と
続
く

祭
典
が
行
わ
れ
、
私
自
身
畏
れ
多
く
も
参
列
を

致
し
、
身
の
引
き
締
ま
る
忝
い
思
い
で
遷
御
を

拝
礼
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
愈
々
日
本
国

が
大
御
神
様
の
ご
神
威
を
い
た
だ
き
、
国
民

挙
っ
て
平
穏
な
生
活
が
送
れ
る
こ
と
を
願
う
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
亀
ヶ
池
八
幡
宮
に
お
い
て
は
建
保
二

年
（
一
二
一
四
年
）
に
鎮
座
さ
れ
て
よ
り
、
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年
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当
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愈
々
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御
社
殿
御

神
門
等
御
造
営
事
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」
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工
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迎
え
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四
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者
一
同
は
心
打

た
れ
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

―

遷
御
の
儀
厳
修
さ
れ
る―

神
宮
式
年
遷
宮

第六十二回

写真提供:神宮司庁

玉
串
を
奉
り
拝
礼
し
ま

次
に
、
宮
司
以
下
、

御本殿立柱祭斎行
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●
斎
行
日
…
平
成
二
十
六
年
二
月
三
日
（
月
）

●
式
典
…
午
後
三
時

●
豆
撒
き
師
（
年
男
・
年
女
・
厄
年
の
人
）
の
ご

希
望
の
方
は
、
当
八
幡
宮
へ
お
申
し
込
み
下

さ
い
。（
当
日
も
受
付
け
致
し
ま
す
。）

●
日
時
…
平
成
二
十
六
年
五
月
二
十
五
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
九
時
半
開
会

●
会
場
…
亀
ヶ
池
八
幡
宮
境
内

●
応
募
資
格
…
首
の
す
わ
っ
た
生
後
六
ヶ
月
位

か
ら
二
歳
半
位
ま
で
の
男
女
児

●
参
加
費
…
一
三
、〇
〇
〇
円
（
四
股
名
兜
・
一

升
餅
担
ぎ
・
福
引
・
祈
祷
料
・
御
守
・
そ
の
他

含
む
）

●
募
集
人
数
…
百
五
十
名

●
募
集
期
間
…
平
成
二
十
六
年
一
月
十
五
日
よ

り
五
月
二
十
二
日
ま
で

●
申
込
・
問
合
せ
…
W
e
b
サ
イ
ト

　
（http://w

w
w
.nakisum

o.jp/

）
か
ら
お
申

し
込
み
下
さ
い
。

●
斎
行
日
…
平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
八
日（
土
）

●
式
典
…
午
後
三
時

●
半
年
の
罪
穢
を
人
形
に
移
し
清
め
て
、
心
身

共
に
蘇
る
お
祭
り
で
す
。
お
申
し
込
み
は
、

当
八
幡
宮
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。（
当
日
も

受
付
け
致
し
ま
す
。）
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御鎮座八百年奉祝記念●
参
百
萬
円

㈱
ホ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
・
グ
ル
ー
プ
企
業
一
同

（
中
央
区
富
士
見
）

●
弐
百
伍
拾
萬
円

疋
田　
　

聡
（
京
都
府
京
都
市
）

●
弐
百
萬
円

多
田　

隆
嗣
（
奈
良
県
奈
良
市
）

●
百
萬
円

㈲
金
谷
企
画
（
中
央
区
相
生
）

●
七
拾
萬
円

神
明
大
神
宮
（
緑
区
橋
本
）

●
伍
拾
萬
円

㈲
坂
本
企
画
（
南
区
上
鶴
間
）

日
枝
神
社
（
中
央
区
淵
野
辺
本
町
）

㈲
相
模
村
上
組
（
南
区
磯
部
）

榎
本　

隆
（
中
央
区
上
溝
）

相
原
八
幡
宮
（
緑
区
相
原
）

天

皇
神
社
（
中
央
区
宮
下
本
町
）

諏
訪
明
神
（
緑
区
大
島
）

谷
津
建
設
㈱
（
中
央
区
東
淵
野
辺
）

新
田
稲
荷
神
社（
中
央
区
東
淵
野
辺
）

御
嶽
神
社
（
緑
区
下
九
沢
）

●
参
拾
萬
円

㈱
古
壇
（
緑
区
西
橋
本
）

佐
藤　

七
夫
（
中
央
区
上
溝
）

㈱
丸
栄
貸
衣
裳
店（
東
京
都
目
黒
区
）

首
都
圏
㈱
（
中
央
区
中
央
）

日
枝
神
社
（
南
区
鵜
野
森
）

井
上　

英
武
（
中
央
区
星
が
丘
）

㈲
杉
﨑
紙
器
（
南
区
当
麻
）

㈱
ク
レ
ッ
ク
ス（
東
京
都
町
田
市
）

医
療
法
人
誠
真
会
横
山
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
中
央
区
弥
栄
）

磯
部
八
幡
宮
（
南
区
磯
部
）

●
弐
拾
萬
円

㈲
オ
フ
ィ
ス
ジ
オ
（
緑
区
西
橋
本
）

下
溝
八
幡
宮
（
南
区
下
溝
）

●
壱
拾
弐
萬
円

森
会
計
事
務
所
（
中
央
区
千
代
田
）

●
壱
拾
萬
円

㈱
成
川
電
興
（
中
央
区
横
山
）

石
澤　

昌
治
（
中
央
区
千
代
田
）

石
丸　

幸
代（
大
分
県
豊
後
大
野
市
）

㈲
仙
龍
電
設
（
南
区
麻
溝
台
）

福
井　

龍
夫
（
南
区
麻
溝
台
）

山
本　
　

清
（
緑
区
下
九
沢
）

医
療
法
人
社
団 

徳
寿
会（
中
央
区
富
士
見
）

高
橋
美
登
利
（
中
央
区
星
が
丘
）

神
明
大
神
宮
氏
子
総
代
会（
緑
区
橋
本
）

二
宮
電
線
工
業
㈱（
中
央
区
淵
野
辺
）

小
山　

昌
彦
（
中
央
区
清
新
）

㈱
ア
イ
ペ
ッ
ク
（
東
京
都
町
田
市
）

白
鷹
運
輸
㈱
（
南
区
麻
溝
台
）

十
二
天
神
社
（
南
区
下
溝
）

中
島　

純
一
（
中
央
区
上
溝
）

山
田　

一
臣
（
群
馬
県
高
崎
市
）

県
央
イ
ベ
ン
ト
商
業
協
同
組
合
相
模

原
支
部
（
南
区
下
溝
）

㈲
丸
井
紙
店
（
山
梨
県
西
八
代
郡
）

武
藤
由
記
子
（
南
区
若
松
）

橋
本
大
鷲
神
社
（
緑
区
橋
本
）

㈲
祐
神（
東
京
都
調
布
市
）

藩
州
電
気
㈱
（
中
央
区
田
名
）

大
野
台
御
嶽
神
社
（
南
区
大
野
台
）

古
木　

永
吉
（
緑
区
下
九
沢
）

児
玉　

猛
・
規
子
（
緑
区
西
橋
本
）

●
伍
萬
円

㈱
サ
ン
ラ
イ
ズ（
中
央
区
中
央
）

吉
川　

佳
一
（
中
央
区
上
溝
）

㈲
グ
ッ
ド
リ
バ
ー（
中
央
区
上
溝
）

村
富
神
社
（
中
央
区
矢
部
）

村
富
神
社
氏
子
総
代
会（
中
央
区
矢
部
）

榎
本
甲
子
男
（
緑
区
下
九
沢
）

立
川　

年
男
（
南
区
下
溝
）

立
川
平
太
郎
（
緑
区
長
竹
）

西
埜　
　

進
（
緑
区
長
竹
）

志
賀　

末
吉
（
綾
瀬
市
深
谷
上
）

プ
ラ
イ
ム
デ
リ
カ
㈱
（
南
区
麻
溝
台
）

佐
藤　

剛
生
（
中
央
区
星
が
丘
）

古
川　

勝
彦
（
中
央
区
上
溝
）

㈱
山
紀
グ
ル
ー
プ
（
中
央
区
上
溝
）

㈱
三
越
伊
勢
丹
（
南
区
相
模
大
野
）

緑
産
㈱
（
中
央
区
田
名
）

石
井　
　

明
（
中
央
区
陽
光
台
）

㈱
伊
藤
典
範
（
南
区
古
淵
）

今
井　
　

満
（
緑
区
下
九
沢
）

東
神
ハ
ウ
ス
住
設
㈱（
南
区
麻
溝
台
）

稲
野　

昌
弘
（
中
央
区
光
が
丘
）

㈱
サ
カ
イ
物
流
（
中
央
区
田
名
）

㈱
サ
カ
イ
産
業
（
中
央
区
田
名
）

㈱
サ
カ
イ
産
業
運
輸（
中
央
区
田
名
）

㈱
ア
イ
ア
ー
ル
サ
ー
ビ
ス（
中
央
区
田
名
）

㈱
ア
イ
ア
ー
ル（
中
央
区
田
名
）

社
会
福
祉
法
人
相
模
福
祉
村

（
中
央
区
田
名
）

古
木
益
美
左
（
南
区
上
鶴
間
）

東
京
綜
合
写
真
㈱（
川
崎
市
多
摩
区
）

㈱
中
山
建
築
設
計
事
務
所（
中
央
区
中
央
）

日
吉
電
装
㈱
（
川
崎
市
中
原
区
）

田
所　

幹
雄
（
南
区
磯
部
）

町
田　

紘
一
・
克
子（
南
区
麻
溝
台
）

矢
島
医
院
（
緑
区
橋
本
）

守
屋　
　

薫
（
中
央
区
矢
部
）

㈱
サ
ン
ヨ
ー
ホ
ー
ム（
中
央
区
富
士
見
）

山
口　

一
行
（
中
央
区
上
溝
）

㈱
可
児
商
店
（
愛
知
県
瀬
戸
市
）

番
田
諏
訪
神
社
氏
子
会（
中
央
区
上
溝
）

廣
兼　

正
明
（
中
央
区
上
溝
）

㈱
民
俗
工
芸
（
長
崎
県
佐
世
保
市
）

下
磯
部
日
枝
神
社
（
南
区
磯
部
）

●
四
萬
円

星
が
丘
自
治
会
連
合
会（
中
央
区
星
が
丘
）

●
参
萬
円

金
子
電
気
（
中
央
区
上
溝
）

石
川　
　

正
（
中
央
区
陽
光
台
）

一
般
社
団
法
人
相
模
原
市
建
設
業
協
会

（
中
央
区
中
央
）

保
坂　

正
幸
（
中
央
区
横
山
）

石
井　

正
彦
（
南
区
当
麻
）

小
島　

幸
弘
（
中
央
区
星
が
丘
）

相
模
煙
火
店
（
緑
区
大
島
）

㈲
大
貫
産
業
（
緑
区
下
九
沢
）

天
野　

正
男（
中
央
区
淵
野
辺
本
町
）

小
池　

公
子
（
中
央
区
弥
栄
）

髙
萩　

一
二
（
中
央
区
陽
光
台
）

安
達　

晃
雄
（
中
央
区
千
代
田
）

𠮷
原　

ヤ
ス
（
中
央
区
千
代
田
）

高
橋　

一
郎
（
中
央
区
相
生
）

平
田　

一
郎
（
川
崎
市
宮
前
区
）

井
村
要
志
雄
（
中
央
区
陽
光
台
）

望
月
測
量
登
記
事
務
所（
東
京
都
調
布
市
）

医
療
法
人
社
団
相
和
会（
中
央
区
淵
野
辺
）

杉
山　
　

弘
（
東
京
都
目
黒
区
）

原　
　

清
二
（
中
央
区
中
央
）

大
友　

道
夫
（
中
央
区
上
溝
）

㈲
上
溝
石
材
（
中
央
区
並
木
）

菱
重
エ
ス
テ
ー
ト
㈱
（
中
央
区
田
名
）

安
藤　

悦
郎
（
中
央
区
矢
部
）

㈱
ア
ネ
ッ
ク
ス
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

（
厚
木
市
上
依
知
）

赤
澤
と
し
子
（
東
京
都
府
中
市
）

宮
ノ
原
栄
子
（
中
央
区
宮
下
本
町
）

相
模
野
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

（
緑
区
葉
山
島
）

㈱
ジ
ャ
パ
ン
ビ
バ
レ
ッ
ジ
セ
ン
ト
ラ
ル

（
中
央
区
清
新
）

久
保
田　

保
（
緑
区
下
九
沢
）

㈱
旭
商
会
（
緑
区
下
九
沢
）

柿
澤　

祥
雄
（
南
区
磯
部
）

㈱
永
田
屋
（
緑
区
橋
本
）

㈱
岩
井
土
地
建
物
（
南
区
古
淵
）

稲
場
久
二
男
（
南
区
大
野
台
）

畑　

喜
代
司
（
中
央
区
田
名
）

㈱
旭
広
告
社
（
横
浜
市
中
区
）

菅
沼　

山
一
（
中
央
区
上
溝
）

●
弐
萬
伍
阡
円

小
俣　

裕
一
（
中
央
区
横
山
台
）

●
弐
萬
円

小
方　

秀
哲
・
榮
子（
南
区
鵜
野
森
）

三
上　

和
成
（
南
区
下
溝
）

山
本　

八
郎
（
中
央
区
星
が
丘
）

門
倉　

正
二
（
中
央
区
陽
光
台
）

金
子　

哲
也
（
東
京
都
町
田
市
）

㈲
神
明
館
（
東
京
都
千
代
田
区
）

菅
野　

善
二
（
中
央
区
陽
光
台
）

小
山　

好
子
（
東
京
都
町
田
市
）

第
一
商
事
㈱
（
緑
区
橋
本
）

㈱
岡
調
査
設
計
事
務
所（
中
央
区
鹿
沼
台
）

㈲
モ
ミ
ヂ
ヤ
（
栃
木
県
栃
木
市
）

田
口　

壽
俊
（
中
央
区
中
央
）

守
屋　
　

慎
（
中
央
区
上
溝
）

守
屋　
　

啓
（
中
央
区
上
溝
）

守
屋　
　

隆
（
中
央
区
上
溝
）

西
村　
　

弘
（
中
央
区
横
山
）

●
壱
萬
円

久
保
田　

昇
（
中
央
区
宮
下
本
町
）

永
﨑　

公
夫
（
中
央
区
上
溝
）

ラ
イ
ズ
工
業
㈲
（
厚
木
市
下
川
入
）

木
内　

哲
也
（
中
央
区
田
名
）

曽
我　
　

稔
（
南
区
磯
部
）

馬
場　

常
夫
（
緑
区
橋
本
）

山
下　

文
子
（
南
区
北
里
）

坂
上
み
さ
子
（
中
央
区
星
が
丘
）

㈱
エ
イ
チ
ビ
ー
（
南
区
大
野
台
）

㈱
藤
城
建
設
（
中
央
区
横
山
）

榎
本　

修
平
（
中
央
区
青
葉
）

櫛
部　

幸
司
（
中
央
区
陽
光
台
）

横
田　

慶
子
（
中
央
区
上
溝
）

横
田　

勝
正
（
中
央
区
上
溝
）

野
中　

敬
一
（
中
央
区
星
が
丘
）

桒
原　

秀
敬
（
南
区
大
野
台
）

佐
藤　

初
治
（
中
央
区
星
が
丘
）

内
田　
　

衛
（
南
区
下
溝
）

川
上　

武
宏
（
中
央
区
上
溝
）

金
子　
　

勝
（
中
央
区
陽
光
台
）

半
田
ト
シ
江
（
中
央
区
横
山
）

内
山　
　

武
（
中
央
区
陽
光
台
）

五
十
嵐
哲
夫
（
福
島
県
耶
麻
郡
）

村
瀬　

直
幸
（
中
央
区
相
模
原
）

岡
田　

立
美
（
中
央
区
青
葉
）

幸
内　

鐵
男
（
中
央
区
光
が
丘
）

㈲
魚
房
商
店
（
中
央
区
相
模
原
）

清
水　

哲
行
（
緑
区
下
九
沢
）

神
林　

正
雄
（
中
央
区
矢
部
）

亀
井　

和
直
（
東
京
都
町
田
市
）

み
ず
ほ
幼
稚
園
（
中
央
区
上
溝
）

㈱
相
模
神
奈
交
バ
ス（
緑
区
西
橋
本
）

鈴
木　

峰
陽
（
中
央
区
陽
光
台
）

㈱
ヤ
マ
ダ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン（
中
央
区
宮
下
）

北
濱　
　

武
（
中
央
区
緑
が
丘
）

新
和
建
設
工
業
㈱
（
南
区
麻
溝
台
）

東
京
化
学
塗
料
㈱（
中
央
区
淵
野
辺
）

㈱
関
東
コ
イ
ル
セ
ン
タ
ー（
東
京
都
青
梅
市
）

M
H
I
さ
が
み
ハ
イ
テ
ッ
ク
㈱（
中
央
区
田
名
）

㈲
女
子
道
社
（
山
口
県
周
南
市
）

村
井　

廣
幸
（
南
区
大
野
台
）

眞
砂　

博
司
（
中
央
区
矢
部
）

城
南
建
設
㈱
（
中
央
区
富
士
見
）

㈱
ア
ド
ベ
ル
（
平
塚
市
明
石
町
）

秋
山
奈
穂
真
（
東
京
都
八
王
子
市
）

神
奈
川
県
更
生
連
相
模
原
協
同
病
院

（
緑
区
橋
本
）

相
原　

伸
司
（
埼
玉
県
加
須
市
）

小
田
島
宏
次
（
中
央
区
上
溝
）

佐
藤　
　

響
（
南
区
下
溝
）

ラ
ン
ド
ワ
ー
ク一
級
建
築
士
事
務
所

（
東
京
都
町
田
市
）

阿
部
ひ
ろ
子
（
南
区
当
麻
）

阿
部　

王
子
（
南
区
当
麻
）

岩
崎　
　

長
（
中
央
区
上
溝
）

Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
Ｎ
㈱
（
南
区
東
林
間
）

星
が
丘
神
輿
保
存
會 

星
友
睦

（
中
央
区
星
が
丘
）

今
井　

生
雄
（
中
央
区
相
生
）

石
橋
幸
太
郎
（
中
央
区
上
溝
）

野
武　

兼
雄
（
緑
区
中
野
）

間　

茂
利
（
南
区
下
溝
）

横
山
地
区
三
自
治
会（
中
央
区
横
山
台
）

茅　
　

弘
子
（
中
央
区
鹿
沼
台
）

西
浦
佐
知
子
（
東
京
都
町
田
市
）

八
木　
　

瑛
（
緑
区
東
橋
本
）

赤
塚　

妙
子
（
緑
区
東
橋
本
）

沢
田
比
都
恵
（
東
京
都
町
田
市
）

㈱
ジ
ェ
イ
コ
ム
イ
ー
ス
ト
相
模
原
・
大
和
局

（
中
央
区
千
代
田
）

小
國　
　

昇
（
中
央
区
星
が
丘
）

㈱
小
島
マ
ー
ク（
東
京
都
西
東
京
市
）

遠
山　

利
雄
（
中
央
区
千
代
田
）

齊
藤
精
機
㈱
（
中
央
区
淵
野
辺
）

須
藤　

浩
位
（
中
央
区
千
代
田
）

栗
原　

安
雄
（
南
区
下
溝
）

座
間　

清
志
（
南
区
下
溝
）

㈱
メ
デ
ィ
カ
ル
ラ
ボ
（
緑
区
西
橋
本
）

㈱
ハ
チ
オ
ウ
（
東
京
都
墨
田
区
）

村
里　

忠
光
（
緑
区
大
島
）

加
藤　

俊
夫
（
緑
区
元
橋
本
町
）

平
井　
　

隆
（
南
区
磯
部
）

髙
﨑　
　

博
（
南
区
磯
部
）

川
﨑　

光
司
（
南
区
磯
部
）

内
田　

光
雄
（
南
区
磯
部
）

㈱
ロ
ー
タ
リ
ー
バ
ッ
グ
ミ
ヤ
モ
ト

（
中
央
区
千
代
田
）

㈱
エ
ル・
シ
ー
・エ
ー（
中
央
区
横
山
台
）

コ
ク
ド
環
境
㈱
（
埼
玉
県
川
口
市
）

倉
本　

俊
司
（
中
央
区
千
代
田
）

●
伍
阡
円

戸
嶋　

敏
郎
（
中
央
区
弥
栄
）

竹
村　

良
彦
（
中
央
区
緑
が
丘
）

伊
藤　

芳
一
（
中
央
区
陽
光
台
）

落
合　
　

博
（
中
央
区
上
溝
）

森
泉　

祐
二
（
中
央
区
星
が
丘
）

樋
口　
　

保
（
中
央
区
陽
光
台
）

中
島　

建
德
（
中
央
区
下
九
沢
）

亀
卦
川
直
子
（
東
京
都
町
田
市
）

亀
卦
川
愛
佳
（
東
京
都
町
田
市
）

鈴
木　

圭
子
（
中
央
区
田
名
）

小
野
寺
和
明
（
中
央
区
上
溝
）

豊
田　

元
子
（
中
央
区
上
溝
）

横
山
喜
久
子
（
中
央
区
鹿
沼
台
）

伊
藤　

謙
二
（
中
央
区
清
新
）

金
子　
　

守
（
中
央
区
清
新
）

安
藤　

泰
克
（
中
央
区
光
が
丘
）

中
村　
　

一
（
中
央
区
淵
野
辺
）

瓦
口　

義
春
（
中
央
区
東
淵
野
辺
）

奈
良
田
寿
史
（
緑
区
青
山
）

香
川　

健
男
（
中
央
区
淵
野
辺
）

若
木　
　

櫂
（
南
区
下
溝
）

若
木　
　

景
（
南
区
下
溝
）

富
松　

純
一
（
中
央
区
上
溝
）

富
松
美
智
子
（
中
央
区
上
溝
）

廣
瀨
喜
代
一
（
東
京
都
町
田
市
）

羽
田
野　

弘
（
中
央
区
上
溝
）

羽
田
野
保
惠
（
中
央
区
上
溝
）

田
中　

宏
明
（
東
京
都
八
王
子
市
）

小
野
佳
世
子
（
中
央
区
弥
栄
）

小
野
美
智
子
（
東
京
都
町
田
市
）

田
端　

素
之
（
中
央
区
陽
光
台
）

大
澤　

良
智
（
中
央
区
青
葉
）

齋
藤　

博
徳
（
中
央
区
上
溝
）

大
森　

美
德
（
中
央
区
弥
栄
）

仲
田　

直
英
（
中
央
区
陽
光
台
）

仲
田　

雅
美
（
中
央
区
陽
光
台
）

峯
村　

泰
代
（
中
央
区
上
溝
）

森
﨑　

賢
二
（
中
央
区
星
が
丘
）

間　

太
郎
（
南
区
下
溝
）

木
谷　
　

環
（
中
央
区
上
溝
）

林　
　

麻
紀
（
千
葉
県
市
原
市
）

坂
下　

武
志
（
中
央
区
相
生
）

田
中　

英
明
（
南
区
西
大
沼
）

筒
井　

愼
一
（
中
央
区
由
野
台
）

早
乙
女
栄
一
（
中
央
区
淵
野
辺
）

大
谷

三
郎
（
中
央
区
陽
光
台
）

橋
本　

貴
夫
（
中
央
区
横
山
）

松
山　

邦
彦
（
中
央
区
横
山
台
）

藤
岡　

祐
也
（
中
央
区
田
名
）

藤
岡　
　

潤
（
中
央
区
田
名
）

小
栗
勝
二
郎
（
中
央
区
陽
光
台
）

近
藤　

恒
夫
（
南
区
旭
町
）

黒
澤　
　

亮
（
東
京
都
町
田
市
）

野
呂　

昌
己
（
中
央
区
千
代
田
）

周
東　

良
次
（
緑
区
西
橋
本
）

中
戸
川
健
太
（
愛
甲
郡
愛
川
町
）

中
戸
川
直
人
（
愛
甲
郡
愛
川
町
）

中
戸
川
昭
子
（
愛
甲
郡
愛
川
町
）

中
戸
川
忠
男
（
愛
甲
郡
愛
川
町
）

角
田　

正
則
（
中
央
区
陽
光
台
）

酢
谷　
　

明
（
中
央
区
陽
光
台
）

（
敬
称
略
）

　

平
成
の
御
社
殿
・
御
神
門
等 

御
造
営
の
御
奉
賛
を
賜
り
ま
し
た
氏
子
崇
敬

者
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
、
左
記
に
ご
芳
名
を
掲
載
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
御

奉
賛
者
皆
様
の
ご
多
幸
ご
隆
盛
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
引
き
続
き
氏
子
崇

敬
者
皆
様
の
格
別
な
る
御
奉
賛
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

●
申
込
・
問
合

（http://w
w

し
込
み
下
さ

●
斎
行
日
…
平

●
式
典
…
午
後
三
時

問い合わせは亀ヶ池八幡宮社務所 TEL.042-

十
二
日
ま
で

合

お
申

（
土
）

合
せ
…
W
e
b
サ
イ
ト

w
w
.nakisum

o.jp/

）
か
ら
お

さ
い
。

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
八
日

平
成
二
十
五
年
五
月
か
ら
平
成
二

十
五
年
十
一
月
末
日
ま
で
社
頭
に

て
受
付
分
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

奉
賛
会
委
員
受
付
分
は
特
別
号
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

信
仰
と
は
神
々
の
神
威
を
先
ず

受
け
入
れ
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。

信
仰
に
よ
っ
て
生
か
さ
れ
て
い
る

と
い
う
有
り
難
さ
が
、解
っ
て
来
る

と
、毎
日
の
生
活
が
、「
お
蔭
さ
ま

で
」と
い
う
言
葉
通
り
、感
謝
の
生

活
が
身
に
つ
い
た
も
の
に
な
っ
て

来
る
。正
直
で
も
、誠
で
も
よ
い
。

神
の
御
教
に
よ
っ
て
、そ
の
一
つ
で

も
身
に
つ
い
た
と
き
、神
の
お
陰
で

あ
る
と
い
う
有
り
難
さ
が
身
に

沁
々
と
味
わ
わ
れ
て
来
る
。そ
れ
か

ら
は
一
歩
一
歩
、毎
日
が
神
の
懐
の

う
ち
で
生
活
し
て
い
る
の
も
同
然

と
な
る
。正
直
・
清
浄
・
誠
の
神
の

教
を
、一
つ
で
も
実
行
す
る
し
か
な

い
が
、こ
れ
が「
あ
り
が
た
さ
」や

「
お
蔭
さ
ま
で
」の
生
活
が
、本
当

に
味
わ
え
る
か
、ど
う
か
の
分
か

れ
目
で
あ
る
。

い
ち
ょ
う

　

三
河
花
祭
歌
は
、三
河
国
北
設
楽
郡
の
町

村
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
歌
で
、こ
の
歌
は
そ

の
と
き
歌
わ
れ
る
信
仰
歌
の
一
つ
で
あ
る
。

岡
田
米
男
『
神
道
百
言
』
よ
り

あ
り
が
た
や 

よ
ろ
づ
の
神
が

入
り
そ
め
て 
入
り
て
の
後
は

神
や
守
ら
ん　

―
三
河
花
祭
歌
―

御社殿御造営 上棟祭


